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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
５

１
回

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
のの のの
大
掃
除

大
掃
除

大
掃
除

大
掃
除
とと とと
迎
春
準
備

迎
春
準
備

迎
春
準
備

迎
春
準
備
作
業

作
業

作
業

作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
 

 

◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

１
２

月
２

６
日

(
土

)
～

２
７

日
(
日

)
 

◇
参

加
者
；
青

木
宏

充
、
山

口
泰

宏
、
鈴

木
貴

宏
、
梶

野
照

雄
。
(
一

泊
二

日
)

２
６

日
；

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

川
島

 
功

、
橋

本
 

梓
、

 

生
熊

敏
男

、
生

熊
千

満
子

、
畑

林
秀

味
、
畑

林
清

子
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
計

１
２

名
 

    
「「 「「
日
帰

日
帰

日
帰

日
帰
りり りり
組組 組組
」」 」」
１

２
月
２

６
日

(
土

)
 

晴
 

 

国
道

4
2
5
号
線

か
ら

の
林

道
に

は
、

所
処

に
水

溜
り

が
あ

る
が

薄
い

氷
が

張
っ

て
い

る
程

度
で

、
大

寒
波

は
北

陸
・

北
日

本
以

北
の

様
で

、
予

想
し

た

厳
し

い
冷

え
込

み
は

無
か

っ
た

。
 

水
場

２
箇

所
の

し
め

縄
(
玉

岡
憲

明
氏

が
綯

う
)
と

生
熊

さ
ん

手
製

の
シ

デ
、

購
入

の
玄

関
し

め
飾

り
・

鏡
餅

、
祝

賀
会

の
ビ

ー
ル

１
箱

と
真

砂
氏

寄
贈

の

大
吟

醸
酒

１
本

、
供

え
菓

子
等

を
手

分
け

し
て

背
負

い
子

な
ど

で
担

ぐ
。

 

登
山

口
水

場
の

し
め

縄
は

、
生

熊
夫

妻
・

川
島

で
更

新
。

 

 
 

 

登
山

口
で

荷
作

り
 

 
 

 
 

登
山

口
水

場
と

行
仙

宿
水

場
・

し
め

縄
更

新
 

 

佐
田

ノ
辻

の
尾

根
に

登
る

と
や

や
風

が
強

く
、

小
屋

前
の

温
度

計
は

１
℃

だ
が

、
体

感
温

度
が

下
が

り
一

層
寒

く
感

じ
る

。
 

直
前

に
な

り
賛

同
参

加
者

が
増

え
、

手
分

け
し

て
作

業
が

進
め

ら
れ

た
。

生
熊

・
橋

本
・

畑
林

氏
の

３
人

は
、

行
仙

宿
水

場
・

し
め

縄
更

新
に

降
り
 

て
下

さ
る

。
 

女
性

陣
は

、
拭

き
掃

除
の

お
湯

沸
し

後
、

行
者

堂
内

の
掃

除
と

鏡
餅

、
お

神
酒

、
お

供
え

取
替

の
迎

春
飾

り
付

け
。

川
島

は
管

理
棟

の
玄

関
し

め
飾

り

と
室

内
掃

除
と

迎
春

飾
り

付
け

、
行

仙
宿

内
の

迎
春

飾
り

付
け

は
沖

﨑
氏

。
 

児
嶋

氏
は

、
ソ

ー
ラ

ー
パ

ネ
ル

点
検

後
、

小
屋

周
り

の
落

葉
掃

き
掃

除
。

 

水
場

し
め

縄
更

新
班

は
、

１
１

時
半

前
に

戻
り

、
橋

本
氏

は
脚

立
で

行
仙

宿
と

行
者

堂
玄

関
の

し
め

飾
り

を
取

付
け

て
下

さ
る

。
 

１
１

時
過

ぎ
に

宿
泊

の
４

人
が

到
着

し
、
皆

で
床
敷

き
カ

ー
ペ
ッ
ト
類

を

戸
外

に
て
棒

で
叩

い
て
埃

を
除

く
。
長

年
の
汚

れ
の
埃

が
見

え
る

ぐ
ら

い
舞

い
上

が
り

、
冷

た
い

北
西

風
が
遠

く
に
吹

き
飛
ば

し
て

く
れ

る
。

 

そ
の
間

、
女

性
陣
主

体
で
床

の
雑
巾

拭
き

が
な

さ
れ

、
キ
レ
イ

に
な

っ
た

カ
ー
ペ
ッ
ト

を
敷

き
直

し
昼
食

。
以

後
、

宿
泊
組

に
報
告

に
委
ね

る
。

 

尚
、
水

場
上

の
材
置

場
に
被
せ

て
い

た
シ

ー
ト

が
、
先
般

強
風

で
め

く
れ

て
梶

野
氏

が
修
復

し
て

下
さ

っ
た

が
、
下

山
時
古

い
し

め
縄

を
利
用

し
て

シ

ー
ト

下
部

を
結
わ

え
て
再
発

し
な

い
よ

う
に

し
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
（

２
６

日
日
帰

り
組
）

 

新
宮
8
:
0
0
→
9
:
2
0
登

山
口
9
:
3
0
→
1
0
:
2
5
行

仙
宿
1
4
:
2
0
→
1
4
:
5
5
登

山

口
1
5
:
0
0
→
1
6
:
1
5
新

宮
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

 
川

島
)
 

  「「 「「
宿
泊
組

宿
泊
組

宿
泊
組

宿
泊
組
」」 」」
    

１１ １１
２２ ２２
月月 月月
２
６

２
６

２
６

２
６
日日 日日
(( (( 土土 土土

)) )) 
晴
 
    

近
畿

北
部

に
雪

の
予
報

が
出

て
い

た
の

で
、
９

時
半

の
集
合

時
間

に
余
裕

を
持

っ
て
午

前
６

時
に
出
発
す

る
が

、
天
候

は
晴

れ
、
伯
母
峰
ト
ン

ネ
ル

の

気
温
も

３
℃

で
、

道
中
雪

は
全

く
な

し
。

 

８
時

４
０

分
に
池
原
ス
ポ

ー
ツ
公
園

に
着

い
た

。
鈴

木
さ

ん
同
乗

の
青

木

車
、

山
口

さ
ん
も

到
着

し
、
９

時
１

５
分

に
行

仙
宿

小
屋
へ
向

か
う

。
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青
木

さ
ん

の
提
案

で
補
給
路

登
山

口
を

過
ぎ

、
５

分
程

林
道

を
奥

に
行

っ

た
浦
向

道
を

登
る

。
補
給
路

登
山

口
に

は
、

川
島

、
沖
崎
車

が
す

で
に
駐
車

し
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 

浦
向

道
登

山
口

で
 

 
 

急
な

階
段

を
登

り
始

め
る

 
 

 
2

0
1

3
年

架
設

の
木

橋
 

 

１
０

時
１

５
分

、
急

な
階
段

を
登

り
始

め
る

。
こ
こ

の
階
段

は
コ
ン
ク
リ

ー
ト

製
な

の
で

、
足
元

が
滑

る
こ

と
も

無
く

、
青

木
さ

ん
も
安
心

だ
。

 

植
林
帯

を
過

ぎ
、
自
然

林
の

大
峯

ら
し

い
尾

根
に

な
り
足
も
軽

く
な

る
。

２
０

１
３

年
に
架
設

さ
れ

た
木

橋
を

過
ぎ

る
と

、
補
給
路

と
の
三
叉
路
も
す

ぐ
そ
こ

だ
。

１
１

時
過

ぎ
に

行
仙

宿
小

屋
に

到
着

。
 

敷
物

を
外

に
出

し
、
皆

で
た

た
く

。
も

の
す
ご

い
量

の
土
煙

が
、
ち
ょ

う

ど
強

く
な

り
だ

し
た
西

風
に
乗

っ
て
流

れ
て

い
く

。
生

熊
、

畑
林

さ
ん

が
床

を
雑
巾

が
け

し
て

下
さ

る
。

参
加

者
が

増
え

、
女

性
陣
も

加
わ

っ
て

い
た

だ

い
た

の
で

、
掃

除
が

み
る

み
る

は
か

ど
っ

た
。

 

１
２

時
過

ぎ
か

ら
昼
食

。
電

子
レ
ン
ジ

( 青
木

氏
寄

贈
) で

温
め

た
お
弁
当

は
、
喜

ん
で

い
た

だ
け

た
の

で
設
置

し
た
目
的

の
一
つ

、
寄

贈
が
役

立
て

ら

れ
た

。
 

 
 

 
 

 

床
の

敷
物

を
た

た
く

 
 

 
 

 
昼

食
歓

談
中

 
 

 
 

 
 

２
６

日
の

参
加

者
 

午
後

か
ら

は
大

掃
除

の
続

き
の
窓
ガ

ラ
ス

拭
き

、
便

所
汲

取
り

な
ど

と
、

８
月

に
切

り
残

し
た
荘

川
桜

の
頭
上
へ

の
杉
斜

木
は

、
梶

野
・

川
島

・
山

口

氏
で
伐
採
す

る
。

 

根
ク

ラ
元

か
ら
切

り
倒
す

と
、
荘

川
桜
へ

の
被
害

が
免

れ
な

い
と
思
わ

れ
、

ハ
シ
ゴ

の
届

く
上
部

で
先
ず
切

除
し

た
時

に
、
安
全
策

と
し

て
桜

の
フ
ェ
ン

ス
の
上

に
ロ

ー
プ

を
張

り
、

落
下

に
よ

る
被
害

を
防

ぐ
こ

と
に

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

ハ
シ

ゴ
が

届
く

上
部

で
切

断
 

安
全

策
ロ

ー
プ

で
止

ま
る

 
 

 
フ

ェ
ン

ス
の

補
修
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 切
除

し
た
先
端
部

は
、
横

に
張

っ
た
ロ

ー
プ

で
か
ろ

う
じ

て
止
ま

り
、
荘

川
桜

は
無
傷

で
、
フ
ェ
ン
ス
支
柱

が
壊

れ
た

程
度

で
済

ん
だ

。
山

口
、

鈴
木

両
氏

が
す
す

ん
で
フ
ェ
ン
ス

の
修

理
を

し
て

下
さ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

日
帰

り
組

下
山

前
に

 
 

 
 

 
 

下
山

 
 

 
 

 
 

 
 

交
換

さ
れ

た
し

め
縄

 

 午
後

２
時

半
前

、
日
帰

り
組

８
名

が
下

山
。

 

鈴
木

、
山

口
、

梶
野

の
３

名
で

水
汲

み
に

降
り

る
。

水
場

か
ら
帰

り
、

青

木
さ

ん
の
要
望

で
、
流

し
場
奥

に
コ
ン
セ
ン
ト

を
増
設
す

る
。

 

午
後

４
時

半
に

作
業
終
了

。
青

木
さ

ん
に
用
意

し
て

い
た

だ
い

た
「
近
江

牛
の

し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
」

の
夕
食

が
始

め
る

。
室

温
は

７
℃

だ
っ

た
が

、
ス
ト

ー
ブ

と
鍋
料

理
の

お
か
げ

で
１

２
℃
ま

で
上
昇

し
、
上

着
を

着
て

い
れ
ば

寒

さ
は

感
じ

な
い

。
ビ

ー
ル

、
日

本
酒

、
焼
酎

、
ウ
イ
ス
キ

ー
ま

で
出

て
来

て
、

就
寝

は
午

後
１
０

時
３
０

分
だ

っ
た

。
 

暖
を

と
る
為

、
午

前
１

時
か

ら
２

時
間

お
き

に
薪

を
継

ぎ
足
す

。
室

温
は

１
１

℃
を
保
つ
こ

と
が

で
き

た
。

 

夕
方

５
時

か
ら
翌
朝

７
時
ま

で
に

４
０

本
を
越

え
る
薪

を
焚

い
た

。
 

 
 

 
 

 

鈴
木

さ
ん

水
汲

み
中

 
 

 
 

し
ゃ

ぶ
し

ゃ
ぶ

準
備

 
 

 
 

 
 

夕
食

後
 

 
１
２

１
２

１
２

１
２
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日日 日日
（（ （（
日日 日日
）） ））
曇
り

時
々

晴
れ
 

昨
日

の
午

後
か

ら
強

く
な

っ
た
西

風
は

、
朝

に
な

っ
て
も
衰

え
を
知

ら
ず

、

時
折
唸

り
声

を
あ
げ

て
い

る
。
午

前
７

時
３
０

分
、
青

木
さ

ん
定
番

の
サ
ン

ド
イ
ッ
チ

で
朝
食

、
食

後
の
コ

ー
ヒ

ー
で
ま

っ
た

り
と

過
ご

し
、

８
時

半
か

ら
行
動

を
始

め
る

。
 

青
木

、
鈴

木
の

２
名

は
先

日
の
逓

信
道
補
修

の
続

き
、

山
口

、
梶

野
は

小

屋
で

作
業

と
別

れ
る

。
山

口
さ

ん
は
昨
夜
消
費

し
た
薪

の
補
給

、
梶

野
は

管

理
棟

内
の
コ
ン
セ
ン
ト
設
置

作
業

を
行

う
。
午

前
１
０

時
３
０

分
、
薪

、
コ

ン
セ
ン
ト
設
置

作
業
共

に
終
了

し
、

小
屋

内
を

掃
除
機

で
掃

除
す

る
。

 

梁
の
上

を
掃

除
し
始

め
た

が
、

掃
除
機

を
持
ち
上
げ

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

１
本
目

だ
け

で
あ

き
ら

め
、

下
か

ら
ホ

ー
ス

の
届

く
範
囲

の
掃

除
に
切

り
替

え
る

。
目

に
付

い
た
ク
モ

の
巣
状

の
も

の
は

、
ほ

と
ん

ど
吸

い
取

っ
た

。
 

床
面
も

掃
除
機

で
掃

除
し

た
の

で
、
こ

の
一

年
間

で
は

一
番

き
れ

い
な
状

態
に

な
っ

て
い

る
と
思

う
。

 

こ
の
状
態

を
維
持
す

る
た

め
に

、
行

仙
小

屋
に

行
く

た
び

に
、

会
友

は
発

電
機

を
動

か
し

て
掃

除
機

を
使

っ
て
頂

き
た

い
も

の
で

あ
る

。（
ち
ょ

っ
と
面

倒
で
す

が
）
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ク
モ

の
巣

を
吸

い
取

る
 

 
 

床
・

敷
物

も
掃

除
機

で
 

 
 

 
 

宿
内

の
迎

春
飾

り
 

１
２

時
丁

度
に
逓

信
道

作
業

班
が
帰

着
。

冷
凍

の
チ
ャ

ー
ハ
ン

を
チ
ン

し

て
、
フ

ラ
イ

パ
ン

で
卵

を
加

え
て
昼
食

。
 

昼
食

後
、
毛
布
棚

下
の
荷
物

を
移
動

し
て

掃
除
機

を
か

け
、

下
山
準
備

を

し
て

１
２

時
５

５
分

に
小

屋
を

後
に
す

る
。

青
木

さ
ん

は
３
０
㎝
ほ

ど
の
桧

材
１
個

を
背

負
子

に
付

け
て

降
り

る
が

、
補
給
路

と
浦
向

道
分
岐
ま

で
来

て

重
さ

に
耐

え
か
ね

、
鈴

木
さ

ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

。
 

 
 

 
 

 

迎
春

飾
り

を
囲

み
全

員
で

 
 

鈴
木

氏
は

青
木

さ
ん

の
荷

を
 

 
浦

向
道

登
山

口
到

着
 

 鈴
木

、
山

口
氏

の
２

名
は
補
給
路

を
、

青
木

、
梶

野
の

２
名

は
浦
向

道
へ

と
、

分
か

れ
て

下
山
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

浦
向

道
分
岐

か
ら

だ
と

２
０

分
足

ら
ず

で
下

山
で

き
る

の
で

、
ご
両

名
に

は
３
０

分
程
待

っ
て
頂

く
こ

と
に

な
る

と
思

っ
て

い
が

、
補
給
路

登
山

口
に

着
い

て
み

る
と
「

４
５

分
待

っ
た
」

と
の
こ

と
だ

っ
た

。
長

時
間
待

た
せ

て

し
ま

っ
て
申

し
訳

な
い

。
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1
2
月

2
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日
（

土
）

 

池
原
ス
ポ

ー
ツ
公
園

0
9
：

1
5
→

1
0
：

0
5
浦
向

道
登

山
口

1
0
：

1
5
→

1
1
：

1
0

行
仙

宿
(1

2
:0

5
昼
食

1
2
:5

0
) →

1
6
:3

0
作

業
終

・
夕
食
→

2
2
：

3
0
就
寝

 

1
2
月

2
7
日
（

日
）

 

起
床

0
7
：

0
0
→

0
8
：

4
5
作

業
開
始
→

1
2
：

0
0
昼
食

1
2
：

5
5
行

仙
宿

下
山

→
1
4
：

0
0
浦
向

道
登

山
口
→

1
4
：

1
5
補
給
路

登
山

口
→

1
5
：

0
0
池
原
ス
ポ

ー
ツ
公
園
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